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１ 平成２９年度下郷町一般会計補正　修正案
否決（賛成５票　反対６票）

２ 平成２９年度下郷町一般会計補正　予算案
否決（賛成５票　反対６票）

　

町
民
を
含
め
我
々
議
員
に
説
明

不
足
で
は
な
い
か
。
交
流
人
口
増

加
の
た
め
に
多
目
的
交
流
施
設
を

つ
く
る
こ
と
に
ま
だ
納
得
が
得
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
湯
野
上
地
域
整
備

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

修
正
案
の
支
援
業
務
委
託
料
カ
ッ

ト
は
反
対
。　

　
　
　
　
　
　
　

　

小
野
地
区
も
整
備
計
画
に
入
っ
て

い
る
。小
野
地
区
へ
の
観
光
客
も
増

え
て
き
て
い
る
た
め
、原
案
に
賛
成
。

　
　
　
　
　
　
　

　

湯
野
上
地
域
整
備
を
進
め
る
中

で
、
多
目
的
交
流
施
設
が
な
ぜ
先

な
の
か
。
建
物
を
建
て
る
よ
り
、
駐

車
場
や
道
路
整
備
が
先
で
は
な
い

か
。
湯
野
上
地
域
ば
か
り
予
算
が

使
わ
れ
る
、
他
地
域
の
整
備
も
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
発
議
者　
　
　

湯
田
純
朗
議
員

　
　
　

猪
股
謙
喜
議
員

▼
修
正
案

　

湯
野
上
地
域
整
備
事
業
実
施

支
援
業
務
委
託
料
と
多
目
的
交

流
施
設
等
設
計
委
託
料
を
削
除

し
た
修
正
案
を
提
出
。（
金
額

２
，７
０
７
万
６
千
円
減
額
）

　

４
人
の
議
員
よ
り
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

湯
野
上
地
域
整
備
事
業
を
含
め

た
修
正
案
だ
と
大
島
地
区
の
整
備

が
遅
れ
て
し
ま
う
。
湯
野
上
温
泉
駅

前
の
整
備
計
画
や
多
目
的
交
流
施

設
も
踏
ま
え
て
、原
案
に
賛
成
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
原
案
の
総
務

費（
企
画
費
）に
あ
る
多
目
的
交
流

施
設
等
設
計
委
託
料
２
，２
０
０
万

円
、
湯
野
上
地
域
整
備
事
業
実
施

支
援
業
務
委
託
料
５
０
７
万
６
千

円
に
つ
い
て
異
論
。

　

湯
野
上
地
域
整
備
計
画
に
町
民

の
幅
広
い
理
解
が
必
要
、地
域
整
備

に
対
す
る
湯
野
上
地
域
の
機
運
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

あ
る
が
、
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。も
う
少
し
時
間
を
か
け

て
、将
来
を
考
慮
し（
江
川
出
張
所

や
老
人
セ
ン
タ
ー
な
ど
含
め
）総
合

的
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

観
光
産
業
の
振
興
に
よ
り
、
地

域
活
性
化
は
、「
地
方
創
生
の
ひ
と

つ
」
も
わ
か
る
が
、
町
民
が
本
当
に

ほ
し
い
も
の
は
ど
ん
な
も
の
か
。
そ

れ
は
湯
野
上
地
区
に
と
っ
て
も
利
益

を
生
む
サ
イ
ク
ル
で
は
な
い
か
。
こ

れ
は
農
業
・
商
工
・
観
光
に
か
か
わ

ら
ず
、皆
が
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
の
か
。な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

66 月月

定定 例例 会会

平成２９年度
一般会計補正予算（第1号）

否決！
多
目
的
交
流
施
設
等
設
計
に
異
論

修
正
動
議
が
出
さ
れ
る

討
　
　
　
　
　
　
論

▼
原
案
賛
成
者

　
　
　
山
名
田
久
美
子
議
員

▼
原
案
及
び
修
正
案
反
対
者

　
　
　
玉
川
邦
夫
議
員

▼
原
案
賛
成
者

　
　
　
星
輝
夫
議
員

▼
修
正
案
賛
成
者

　
　
　
小
椋
淑
孝
議
員

採　　決 （議長を除く 11 名による無記名投票で採決された。）
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29
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
除
く

全
議
案
可
決  

【
町
提
出
議
案
】

　
▼ 

28
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
の
繰
越
明
許
費

　
▼ 

専
決
処
分
（
報
告
）

　
　
・
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

　
▼ 

専
決
処
分
（
承
認
）

　
　
・
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
・
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正

　
　
・
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

　
　
・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
・
28
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
・
28
年
度
下
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
▼ 

字
の
区
域
の
変
更

　
▼ 

下
郷
町
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　
▼ 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約

　
▼ 

雪
寒
建
設
機
械
購
入
契
約

　
▼ 

下
郷
町
公
営
住
宅
（
1-

3
号
棟
）
建
設
工
事
請
負
契
約

　
▼ 

下
郷
町
公
営
住
宅
（
1-

4
号
棟
）
建
設
工
事
請
負
契
約

　
▼ 

防
災
安
全
交
付
金
（
橋
梁
補
修
）
工
事
請
負
契
約

　
▼ 

29
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
▼ 

29
年
度
下
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
▼ 

29
年
度
下
郷
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
▼ 

29
年
度
下
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
▼ 

29
年
度
下
郷
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

【
議
員
提
出
議
案
】

　
▼ 

「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の
継
続
と
、
被
災
児

童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

陳
　
　
情

提
出
さ
れ
た
議
案

◆
国
の
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支

援
等
事
業
」
の
継
続
と
、
被
災

児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

▽
陳
情
者

　

南
会
津
郡
下
郷
町
大
字
沢
田
字

前
田
乙
４
３
５星　

新
栄　

他
２
名

▽
審
査
結
果 

～ 

採　

択

　
（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託
）

▽
意
見
書
提
出
の
議
決

　

復
興
大
臣
な
ど
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

下郷町公営住宅建設
工事請負契約

< 姫 川 団 地 >

①１-３号棟
・契約金額　5,400万円
・（有）マルヨ建匠
　代表取締役　渡部　一

②１-４号棟
・契約金額　5,778万円
・（株）しもごう環境

サービス
　代表取締役　齋藤　理

消防ポンプ自動車購入契約
< 湯野上班（３－１）に配置 >

・トヨタダイナ４ＷＤ　１台
・契約金額　2,017万 4,400円
・会津消防用品（株）
　　代表取締役　佐瀬　良一

雪寒建設機械購入契約
・14ｔ級除雪ドーザ　１台
・契約金額　1,707万 4,800円
・コマツ福島（株）
　　会津支店長　宮野　義和

橋梁補修工事請負契約

・音金橋梁工事（防災安全交付金）
・契約金額　8,424万円
・（株）五十嵐建設
　　代表取締役　五十嵐　博幸

＊
す
べ
て
契
約
方
法
は
「
指
名
競
争
入
札
」
に
よ
る
。
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契
約
金
額
に
差
が
あ
る

は
、
設
計
額
で
（
１
ー
４

号
棟
）
の
方
が
、
縁
石
ブ
ロ
ッ
ク
や

設
備
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
等
の
数
が
多

い
た
め
。
４
社
入
札
は
（
１
ー
３
号

棟
）
は
、
町
内
建
築
業
者
（
１
ー
４

号
棟
）
は
、
設
備
関
係
が
多
い
こ
と

か
ら
、
町
内
総
合
建
設
業
を
指
名

し
た
。

現
在
の
建
物
は
、
解
体
工

事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
だ
が
、
何
処
の
業
者
が

行
う
の
か
。
金
額
も
教
え
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
入
居
者
が
い
た
と
思
う

が
、
ど
う
し
た
の
か
。

解
体
業
者
は
、（
株
）
渡

部
工
務
所
が
契
約
金
額

２
２
，
４
６
４
千
円
で
行
う
。
入
居

者
は
、
同
じ
団
地
内
に
仮
入
居
し

て
い
る
。

▼
下
郷
町
公
営
住
宅
（
１
ー

３
号
棟
）
及
び
（
１
ー
４
号

棟
）
建
設
工
事
請
負
契
約

２
棟
は
同
じ
建
物
に
見
え

る
が
、
契
約
金
額
に
差
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
４
社
入

札
と
あ
る
が
、
５
社
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

▼
防
災
安
全
交
付
金
（
橋
梁

補
修
）工
事
請
負
契
約

当
時
の
橋
梁
使
用
時
は
14

ｔ
荷
重
で
あ
る
と
言
っ
て

い
る
が
、
補
修
工
事
を
行
っ
た
上
で

20
ｔ
荷
重
に
、
な
る
の
か
。

現
在
、
14
ｔ
荷
重
で
あ
る

が
、
調
査
結
果
か
ら
、
20

ｔ
荷
重
に
な
る
予
定
。

防
災
安
全
交
付
金
で
足
り

な
い
財
源
は
ど
こ
か
ら
出

る
の
か
。補

助
残
に
つ
い
て
は
、
橋

梁
整
備
基
金
を
使
っ
て
お

り
一
般
財
源
は
使
用
し
な
い
。

工
事
が
始
ま
っ
た
場
合
に

通
行
止
め
に
な
る
の
か
。

通
行
止
め
に
せ
ず
、
片
側

交
互
通
行
で
施
工
予
定
。

Ｍ
Ｔ
車
で
あ
る
。

役
場
に
も
、
西
東
京
市
か

ら
頂
い
た
ポ
ン
プ
自
動
車

が
あ
る
が
、
距
離
数
が
あ
ま
り
乗

ら
な
い
か
ら
、
最
初
か
ら
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
を
履
い
て
い
る
。
今

回
購
入
す
る
タ
イ
ヤ
は
、
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と
普
通
タ
イ
ヤ
両

方
購
入
す
る
の
か
。

納
入
予
定
が
冬
場
に
な

る
た
め
、
契
約
段
階
で
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
で
納
入
す
る
、

普
通
タ
イ
ヤ
は
購
入
し
な
い
。

▼
下
郷
町
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
料
）

使
用
料
の
値
上
げ
が

２
０
０
円
か
ら
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
２
５
０
円
）
は
、
高

い
の
で
は
。（
町
民
は
無
料
）
町
民

以
外
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
う
に

は
、
せ
め
て
４
０
０
円
が
妥
当
で

は
。

県
内
施
設
13
ヶ
所
の
使

用
料
を
参
考
に
、
同
じ

18
ホ
ー
ル
で
新
地
町
、
泉
崎
村
が

５
０
０
円
で
行
っ
て
お
り
、
妥
当
だ

と
考
え
る
。
須
賀
川
市
（
藤
沼
湖

自
然
公
園
）
料
金
は
、
36
ホ
ー
ル
で

大
人
５
２
０
円
で
あ
る
。

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

契
約ポ

ン
プ
自
動
車
は
Ｍ
Ｔ
車

な
の
か
、Ａ
Ｔ
車
な
の
か
。

議

案

に

対

す

る

主

な

質

疑

18 Ｈ整備されたパークゴルフ場

姫
川
団
地
イ
メ
ー
ジ
図
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　“一般質問 ”は、町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等について、
　町長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることを言います。

一 般 質 問一 般 質 問

6
月
14
日
（
水
）

質　問　者 質　　問　　要　　旨 頁

星　 輝 夫 議 員
● 倉村・楢原取水口の早期改修等について
　 [ 農業用水・生活用水・防火用水等の重要な命の水 ]
● 下郷町「防犯協会」発足について

P 6

猪 股 謙 喜 議 員 ● 地域おこし協力隊について Ｐ 7

玉 川 邦 夫 議 員
● 広報しもごうにもっと気軽に広告を載せてもらえないか
● 給食費の 1/3 補助は今後どうなるのか
● 住民と行政による協働のまちづくりとは 

P 8

湯 田 純 朗 議 員
● 下郷町消防団及び婦人消防隊の現状について
● 各税収、各使用料の徴収率及び滞納額について

P 9

小 椋 淑 孝 議 員
● 町の特産品について
● 消防団員の費用弁償について

P10

山名田 久美子 議員
● ふるさと納税の活用について
● 今後の着地型ツーリズム推進事業について

P11

町
政
を

　    
問
う

　一般質問は６月14 日に行われ、６名の議員が登壇し町政
を質しました。
　次のページより、質問した順に質疑応答を要約してお知ら
せします。
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今
後
も
引
き
続
き
活
動
を
行
っ
て

い
く
。

長
野
地
区
と
の
連
携
が
今

後
必
要
だ
と
考
え
る
が
町

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
長
野

地
区
と
の
連
携
は
、
今
後

の
事
業
遂
行
に
お
い
て
、
最
も
重

要
な
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。
今

後
も
、
倉
楢
堰
の
現
状
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
、
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

地
区
住
民
が
今
後
も
、
農

業
や
不
安
の
な
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
南
会
津
町
と
連
携
を

図
り
、
関
係
機
関
等
に
早
急
な
要

望
及
び
早
期
の
改
修
を
地
区
住
民

の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

倉
村
・
楢
原
地
区
住
民
の

不
安
解
消
に
向
け
、
南
会

津
町
及
び
長
野
地
区
な
ど
の
関
係

機
関
と
一
体
と
な
っ
て
、
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組

み
は
、
27
年
度
12
月
に
会

長
で
あ
る
私
と
役
員
で
南
会
津
建

設
事
務
所
を
訪
問
し
、
所
長
に
直

接
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。
28
年

９
月
の
総
会
で
は
、
役
員
よ
り
県

や
町
、
長
野
地
区
な
ど
関
係
者
を

含
む
現
地
視
察
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
、
同
年
11
月
に
は
、
長
野
地

区
、
漁
業
組
合
、
南
会
津
建
設
事

務
所
、
南
会
津
町
の
関
係
者
ら
総

勢
45
名
で
現
地
視
察
・
意
見
交
換

を
実
施
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
建

設
事
務
所
よ
り
河
川
改
修
実
施
に

向
け
て
の
回
答
は
い
ま
だ
な
い
が
、

倉
村
地
区
及
び
楢
原
地
区

で
は
、
県
単
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
を
20
年
度
か
ら
実

施
し
29
年
度
事
業
完
了
の
見
込
み

と
な
り
、
総
額
13
億
５
千
百
万
円

と
い
う
膨
大
な
事
業
費
で
整
備
を

進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
区

に
は
永
年
の
大
き
な
課
題
が
残
さ

れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
長
野
向
か
い

に
あ
る
大
川
か
ら
取
水
口
が
永
年

大
水
等
に
よ
り
川
床
が
下
が
り
、

本
町
に
「
防
犯
協
力
会
」

が
あ
る
と
思
う
が
、
活
動

の
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。
。

機
関
へ
の
特
別
警
戒
な
ど
防
犯
活

動
を
し
て
い
る
の
は
理
解
し
て
い

る
。

「
防
犯
協
会
」
を
発
足

し
、
各
地
区
に
設
立
し
て

は
ど
う
か
。
不
法
投
棄
等
に
も
役

立
つ
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
が

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

郡
内
町
村
等
の
設
立
状
況

を
調
査
す
る
と
、
町
主
導

の
「
防
犯
協
会
」
の
設
立
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
今
後
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
警
察
署
か

ら
の
指
導
や
近
隣
町
村
の
動
向
見

極
め
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
き
た

い
。

防
犯
協
会
を

　
　
各
地
区
に
設
立
し
て
は 倉

楢
堰
の
早
期
改
修
を

近
隣
町
村
の
動
向
を
見
極
め

対
応
し
て
い
く

関
係
機
関
と
一
体
と
な
り

取
り
組
み
を
継
続

質問

質問

答弁

答弁

町
政

星　輝夫議員の
一般質問

ここを問う

活
動
内
容
は
、
各
集
落
で

の
防
犯
の
講
話
や
イ
ベ
ン

ト
等
で
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、
金
融

現
在
は
取
水
が
困
難
と
な
り
大
川

か
ら
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
農
業
用
水

を
確
保
し
た
。
農
業
用
水
だ
け
の

問
題
で
な
く
、
生
活
用
水
、
防
火

用
水
等
の
重
要
な
役
割
を
も
っ
た

「
命
の
水
」
で
あ
る
。
26
年
度
、
こ

の
よ
う
な
現
状
を
打
開
解
決
す
る

た
め
、
町
長
が
自
ら
会
長
と
な
り

「
倉
楢
堰
改
修
促
進
協
議
会
」
を

発
足
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
県
及
び

関
係
機
関
と
の
協
議
し
た
進
捗
状
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地
域
の
活
性
化
と
定
住
促
進
の

た
め
、
本
事
業
に
対
し
て
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

募
集
は
、
い
つ
か
ら
始
め

現
在
の
応
募
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

募
集
の
告
知
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
た
。
募
集
人
員
は
２
名
で

５
月
１
日
か
ら
告
知
し
た
が
現
在

ま
で
応
募
者
は
い
な
い
。

本
町
の
募
集
要
項
の
書
き

方
で
は
、
何
ん
で
も
出
来

る
人
と
と
ら
え
ら
れ
、
応
募
し
に

く
い
の
で
は
な
い
か
。

募
集
要
項
の
活
動
内
容

は
、（
１
）
地
域
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
の
解
決
に
向
け
た
活
動
、

（
２
）
地
域
行
事
及
び
観
光
の
振

興
の
た
め
の
活
動
、（
３
）
農
林

業
、
商
業
及
び
観
光
の
振
興
に
関

す
る
活
動
、（
４
）
地
域
資
源
の
発

掘
、
活
用
と
販
路
拡
大
等
に
関
す

る
活
動
、（
５
）
地
域
の
情
報
発

信
に
関
す
る
活
動
、（
６
）
住
民
の

生
活
支
援
等
、
社
会
福
祉
に
関
す

る
活
動
の
６
項
目
で
あ
り
、
こ
れ

は
先
進
市
町
村
の
も
の
を
参
考
に

し
、
あ
ら
か
じ
め
特
定
の
分
野
を

指
定
し
な
か
っ
た
。
応
募
者
本
人

の
得
意
分
野
や
適
性
を
見
て
活
動

し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
。
し
か
し
、

現
在
の
応
募
状
況
を
考
え
る
と
、

も
う
少
し
わ
か
り
や
す
い
内
容
で

も
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

地
域
の
活
性
化
と
定
住
促

進
と
ど
ち
ら
が
主
の
目
的

な
の
か
。ま

ず
は
、
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
活
動
の
中
で
定
住
に
結
び
つ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ど
こ
に
居
住
さ
せ
る
の

か
。
ま
た
、
隊
員
に
定
住

し
て
も
ら
う
空
き
家
等
の
用
意
は

し
て
あ
る
の
か
。

町
営
住
宅
や
民
間
賃
貸
住

宅
を
想
定
し
て
い
る
。
空

き
家
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。

住
民
に
接
し
た
居
住
も
必
要
と
考

え
る
。
い
ず
れ
隊
員
が
決
定
し
だ

い
す
み
や
か
に
手
配
す
る
こ
と
に

な
る
。

町
政

猪股謙喜議員の
一般質問

ここを問う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の応募

状
況
は

ま
だ
応
募
者
が
い
な
い

質問

答弁

【参　　考】
▼改訂された活動内容（７月１日現在）

（１）下郷町観光協会でのイベント運
営や観光ＰＲ、情報発信など

（２）滞在型市民農園クラインガルテ
ンでの管理運営補助や情報発信
など

（３）集落等の住民と協力して行う活
動のできる方（集落の環境維
持、高齢者の生活支援、地域行
事、コミュニティ事業などの地
域づくり活動）

（４）農作業を手伝いながら、農業技
術や経営手法等を取得し就農を
目指す方

　
（５）上記以外で、経験やスキル、

ネットワーク等を生かし、協力
隊として自主的に行う企画活動
ができる方
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れ
な
い
事
項
は
あ
る
の
か
。

①
直
接
住
民
の
声
を
聞

き
、
現
状
理
解
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。
事
業
を
円
滑
に
進
め

る
上
で
も
座
談
会
は
必
要
で
あ
る
。

②
要
望
総
数
５
５
８
件
、
解
決

67
％
、
県
へ
要
望
14
％
、
検
討

中
19
％
。
予
算
配
分
や
要
望
順

位
か
ら
保
留
の
も
の
は
、
そ
の

旨
を
住
民
に
説
明
し
て
い
る
。

団
体
が
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
の
宣
伝
の
た
め
に

広
告
料
を
安
く
で
き
な
い
か
。

①
始
ま
っ
て
９
年
経
過
、

２
０
６
件
の
掲
載
、
収
入

総
額
二
百
十
五
万
。
新
た
な
財

源
確
保
が
目
的
な
の
で
、
有
効

活
用
で
き
る
事
業
が
あ
れ
ば
充

当
を
検
討
し
た
い
。

「
広
報
し
も
ご
う
に
広
告

を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
」
有

料
広
告
の
Ｐ
Ｒ
で
あ
る
。

①
こ
の
制
度
に
よ
る
収
入
は
い
く

ら
で
、
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

②
交
流
人
口
を
増
や
そ
う
と
、
各

学
校
給
食
の
無
償
化
は
、

全
国
に
55
市
町
村
。
２

子
、
３
子
以
降
無
償
と
か
、
１
／
２

補
助
と
い
う
と
こ
ろ
も
出
て
い
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、「
政
策
段
階
か
ら
住

民
の
参
加
」
を
、「
情
報
の
提
示
と

共
有
化
」
を
課
題
に
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に何

が
大
切
か

広
報
に
載
せ
る
広
告
料
金
を

安
く
で
き
な
い
か

給
食
費
１
／
３
補
助
は今後

ど
う
な
る

今
後
も
住
民
の
声
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い
き
た
い

周
知
し
た
い
情
報
が
あ
れ
ば

早
め
の
相
談
を

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

積
極
的
に
行
う

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

①
座
談
会
が
各
地
で
行
わ
れ
た
が

今
後
も
継
続
す
る
の
か
。

②
毎
年
、
各
地
区
の
要
望
が
出
さ

れ
て
く
る
。
こ
こ
３
年
間
の
要

望
は
何
％
程
解
決
し
、
解
決
さ

②
各
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
は
、
お

知
ら
せ
情
報
で
周
知
を
図
っ
て

い
る
。
周
知
し
た
い
情
報
が
あ

れ
ば
早
め
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

町
政

玉川邦夫議員の
一般質問

ここを問う

①
本
町
も
給
食
費
１
／
３
補
助
で

注
目
さ
れ
て
い
る
。
今
後
さ
ら

な
る
補
助
を
目
指
し
て
い
く
の

か
。

②
教
材
費
も
含
め
て
完
全
無
償
化

さ
れ
て
い
る
町
も
あ
る
。
本
町

で
の
新
た
な
構
想
は
あ
る
か
。

①
財
政
状
況
や
子
育
て
支

援
策
の
効
果
を
見
据
え

て
、
１
／
２
や
無
償
の
拡
大
を

検
討
し
て
い
く
。

②
町
単
独
で
準
要
保
護
の
児
童
生

徒
に
給
食
費
・
修
学
旅
行
費
の

全
額
補
助
や
通
学
費
等
へ
の
補

助
を
し
て
い
る
。
今
後
も
少
子

化
対
策
と
し
て
十
分
検
討
し
て

い
く
。

楽しい給食の時間（旭田小学校）



下郷町
議会だより  No.809

給
水
停
止
予
告
通
知
書
等
を
発
送

予
定
。
今
後
も
使
用
者
負
担
の
公

平
性
確
保
に
よ
り
一
層
努
め
る
。

法
的
手
段
や
滞
納
状
況

を
処
理
し
て
か
ら
と
言
わ

れ
る
が
、
こ
の
前
も
そ
の
よ
う
な

答
弁
で
し
た
。
時
間
が
か
か
る
こ

と
は
や
む
を
得
な
い
が
、
本
当
に

法
的
手
段
を
や
る
考
え
が
あ
る
の

か
、
な
い
の
か
。

書
類
等
に
不
備
が
あ
り
、

整
備
し
な
け
れ
ば
法
的
手

段
が
で
き
な
い
。
書
類
整
備
に
時

間
を
要
し
て
い
る
。

出
動
手
当
は
、
国
基
準
よ
り
低
い

が
、
見
直
す
考
え
が
あ
る
の
か
、
な

い
の
か
。消

防
団
幹
部
・
団
員
の
報

酬
等
の
見
直
し
は
、
町
非

常
勤
特
別
職
報
酬
、
消
防
団
報

酬
、
出
動
手
当
の
関
係
も
関
連
が

あ
る
の
で
、
今
後
十
分
に
検
討
し

て
い
く
。

４
１
万
円
、
国
保
税
８
５
２
４
万

円
。
対
策
は
、
徴
収
強
化
、
財
産
調

査
の
う
え
差
し
押
さ
え
等
の
執
行

で
あ
る
。

　

住
宅
使
用
料
の
滞
納
状
況
は
、

刈
合
団
地
約
２
９
４
９
万
円
、
姫

川
団
地
約
１
０
９
４
万
円
、下
中
平

団
地
約
１
０
２
５
万
円
、
落
合
団
地

各
種
税
金
及
び
使
用
料

（
団
地
ご
と
）
の
滞
納
状

況
や
対
策
は
。

滞
納
額
は
、
町
県
民
税
約

６
１
３
万
円
、
固
定
資
産

税
約
４
８
７
５
万
円
、
軽
自
動
車

税
約
７
８
万
円
、
法
人
町
民
税
約

消
防
団
・
婦
人
消
防
隊
の

団
員
・
隊
員
数
等
は
。

27
年
団
員
３
５
９
名
、
入

団
10
名
、
退
団
23
名
、
28

年
団
員
３
４
７
名
、
入
団
９
名
、
退

団
21
名
、
29
年
団
員
３
３
７
名
、

入
団
10
名
、
退
団
20
名
で
あ
る
。

　

隊
員
は
27
年
２
５
６
名
、
入
団

５
名
、
退
団
34
名
、
28
年
２
２
０

名
、
入
団
14
名
、
退
団
50
名
、
29

年
２
０
７
名
、
入
団
４
名
、
退
団

17
名
で
あ
る
。

団
員
・
隊
員
と
も
に
減
少

し
て
い
る
が
、
団
員
確
保

の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
。

広
報
誌
な
ど
に
掲
載
し
募

集
の
ほ
か
、
消
防
団
幹
部

等
が
自
ら
地
域
に
出
向
き
勧
誘
活

動
な
ど
団
員
確
保
に
向
け
た
活
動

を
実
施
。
ま
た
、
団
員
の
大
半
が

出
動
手
当
を
見
直
す
考
え
が
あ
る
の
か

本
当
に
法
的
手
段
を
す
る
考
え
が
あ
る
の
か

今
後
十
分
に
検
討
し
て
い
く書

類
等
を
整
備
し
な
け
れ
ば

法
的
手
段
が
で
き
な
い

質問

質問

答弁

答弁

町
政

湯田純朗議員の
一般質問

ここを問う

事
業
所
等
に
勤
め
る
被
用
者
で
、

団
員
が
消
防
活
動
を
行
い
や
す
く

で
き
る
よ
う
勤
務
先
に
対
し
、
企

業
訪
問
を
行
い
消
防
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
。

団
員
・
隊
員
の
報
酬
が
安

い
の
で
は
な
い
か
。
国
か

ら
の
地
方
交
付
税
措
置
対
象
額
の

算
定
基
準
か
ら
す
る
と
大
き
な
乖

離
が
あ
る
の
で
は
。
特
に
団
員
の

約
７
１
２
万
円
、
湯
野
上
団
地
約

３
８
９
万
円
。
対
策
は
、
滞
納
者
状

況
調
査
、
督
促
状
や
催
告
書
の
発

送
、
臨
戸
訪
問
に
よ
る
納
入
指
導
で

あ
る
。
ま
た
、
条
例
等
に
基
づ
く
法

的
措
置
等
を
視
野
に
、
使
用
者
負

担
の
公
平
性
確
保
に
努
め
る
。

　

水
道
使
用
料
の
滞
納
状
況
は
、

刈
合
団
地
約
４
７
９
万
円
、
姫

川
団
地
約
１
６
９
万
円
、
下
中
平

団
地
約
２
２
８
万
円
、
落
合
団
地

約
１
１
５
万
円
、
湯
野
上
団
地
約

２
０
万
円
と
な
る
。
対
策
は
、
督
促

状
及
び
未
納
通
知
書
等
の
発
送
、生

活
実
態
や
所
得
・
収
納
状
況
を
鑑
み

臨
戸
訪
問
。
本
年
度
は
要
綱
に
よ
る
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半
日
の
場
合
、
本
町
２
２
０
０

円
、
南
会
津
町
２
１
０
０
円
、
只

見
町
３
０
０
０
円
、
檜
枝
岐
村

４
２
０
０
円
で
あ
る
。
４
時
間
以

上
の
１
日
だ
と
、
本
町
２
２
０
０

円
、
南
会
津
町
４
２
０
０
円
、
只

見
町
６
０
０
０
円
、
檜
枝
岐
村

４
２
０
０
円
と
な
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
入
団
者
が
少
な
く
、
団
員

確
保
が
難
し
い
現
状
や
本
業
を
持

ち
、
消
防
団
に
参
加
し
、
地
域
の

消
防
活
動
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
を
勘
案

し
検
討
し
、
非
常
勤
特
別
職
の
日

当
と
消
防
団
の
日
当
と
か
み
合
う

よ
う
に
、
検
討
し
て
い
く
。

第
５
次
振
興
計
画
に
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
と

加
工
品
の
開
発
と
あ
り
、「
下
郷
ブ

ラ
ン
ド
商
品
を
開
発
し
、
主
要
な

戦
略
商
品
と
し
て
販
売
拡
大
を
推

進
す
る
」
と
施
策
を
位
置
づ
け
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
き
た
の
か
。

　
エ
ゴ
マ
（
じ
ゅ
う
ね
ん
）
は
、
全

国
各
地
で
様
々
な
商
品
が
あ
る
。

会
津
地
鶏
も
他
町
村
の
方
が
、
多

く
販
売
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、

町
名
産
品
と
は
言
え
な
い
の
で
は

な
い
か
。
本
町
に
は
そ
の
他
に
も
、

き
の
こ
や
と
ち
の
実
な
ど
商
品
開

発
の
余
地
が
あ
る
農
産
品
が
多
々

あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
動
き
が
見
受

け
ら
れ
な
い
。
町
と
企
業
と
が
開

要
な
た
め
、
今
回
は
見
送
っ
た
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
お
伺
い
す

る
。
町
長
は
議
会
で
回
答
し
た
こ
と

の
重
み
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
南
会
津
郡
で
考
え
る
と
、

他
町
村
は
４
時
間
以
降
、
出
動
手

当
が
倍
に
な
る
の
に
、
検
討
し
な
い

の
は
な
ぜ
な
の
か
。

消
防
団
員
の
出
動
手

当
は
、
４
時
間
以
内
の

昨
年
、
９
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
、
町
長
は
近

隣
市
町
村
に
合
う
べ
き
予
算
を
計

上
す
る
と
、
は
っ
き
り
回
答
さ
れ

消
防
団
員
の
費
用
弁
償
を

　
近
隣
町
村
並
み
に
検
討
し
な
い
の
か

町
特
産
品
の
開
発
を
も
っ
と
活
発
に

非
常
勤
特
別
職
日
当
と
消
防
団
日
当
が

か
み
合
う
よ
う
に
検
討
し
て
い
く

専
門
家
と
商
品
開
発
に取

り
組
み
た
い

質問

質問

答弁

答弁

た
が
、
今
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ

ず
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
担

当
課
長
よ
り
消
防
団
以
外
の
特
別

職
と
の
関
係
か
ら
、
見
直
し
が
必

発
す
る
の
は
よ
い
が
、
も
っ
と
活
発

に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

農
産
物
の
生
産
、
地
産
地

消
な
ど
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、

安
心
・
安
全
な
農
産
物
生
産
や
産

地
・
産
品
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
、
農
業
経
営
所
得
の
向
上
を
目

指
し
た
い
。
昨
年
度
、
町
内
企
業
の

Ａ
Ⅰ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
、
エ
ゴ
マ
の

葉
を
活
か
し
た
「
エ
ゴ
マ
茶
」
の
商

品
化
に
向
け
試
作
品
の
開
発
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
た
が
、
商
品

化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

特
産
品
の
開
発
は
、
今
ま
で
も

商
工
会
と
も
や
っ
て
い
る
。
金
子
牧

場
の
乳
製
品
な
ど
、
ア
レ
ン
ジ
し
た

も
の
が
開
発
商
品
に
よ
い
の
で
は
。

地
場
産
品
の
み
そ
や
肉
業
者
の
生

産
者
も
お
り
、
そ
れ
を
組
み
合
わ

せ
た
産
品
で
あ
れ
ば
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
方
々
も
目
を
つ
け
て
買
っ

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
専
門
家
の
人
た
ち
と
商
品
開

発
に
取
り
組
み
た
い
。

町消防操法競技大会

町
政

小椋淑孝議員の
一般質問

ここを問う
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そ
の
後
、
協
議
は
さ
れ
た
の
か
。

町
長
に
伺
う
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
３
月
31
日
に
原
子
力

災
害
対
応
雇
用
支
援
事
業
の
承
認

を
受
け
た
。
事
務
局
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
町
の
考
え
方
を
整
備

す
る
た
め
に
担
当
課
の
産
業
課
に

加
え
総
務
課
も
参
画
し
検
討
会
の

昨
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、
着
地
型
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
事
業
継
続
に
つ
い
て
伺
っ
た

際
に
「
財
源
は
、
原
子
力
災
害
対

応
雇
用
支
援
事
業
に
要
望
し
て
い

く
が
、
補
助
が
な
く
て
も
町
単
独

事
業
で
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
事
務
局
に
つ
い
て

は
、
地
域
や
実
行
委
員
会
と
協
議

し
て
い
く
。
」
と
答
弁
さ
れ
た
。

平
成
20
年
に
始
ま
っ
た

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
下
郷

町
で
は
当
時
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
実
施
し
て
き
た
が
、
返
礼
品
は

な
く
礼
状
の
み
で
あ
っ
た
。
平
成

26
年
度
か
ら
は
、
返
礼
品
を
贈
る

こ
と
と
し
た
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

へ
の
参
画
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

当
初
予
算
に
お
い
て
予
算
措
置
を

し
て
、
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、

開
催
を
予
定
し
、
実
行
委
員
会
や

関
係
者
と
話
し
合
い
を
進
め
る
考

え
で
あ
る
。
商
工
会
と
十
分
協
議

し
た
成
果
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
受
け
入

れ
先
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
研
究

し
、
平
成
30
年
度
に
は
、
ス
ム
ー

ズ
に
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
参
画
は

ど
う
な
っ
た
の
か

今
後
の
着
地
型
ツ—

リ
ズ
ム
推
進
事
業
は

ど
う
す
る
の
か

今
年
度 

当
初
予
算
で
措
置

手
続
き
を
進
め
て
い
る

受
け
入
れ
先
を
研
究
し
平
成
30
年
度

に
は
効
果
が
で
る
よ
う
対
応
し
て
い
く

質問

質問

答弁

答弁

ま
だ
ま
だ
数
が
少
な
い
と
感
じ
て

い
る
。
生
産
者
に
還
元
す
る
考
え

を
基
本
に
、
研
究
し
な
が
ら
品
数

を
増
や
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

在
京
し
も
ご
う
会
員
や
広
報
誌

の
読
者
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
ま
た
７
月
に

実
施
す
る
「
下
郷
町
魅
力
発
信
事

業
」
で
も
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て
い
る
。

町
政

山名田久美子議員の
一般質問

ここを問う

昨
年
12
月
に
実
施
し
た

下
郷
町
魅
力
発
信
事
業

で
の
Ｐ
Ｒ
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
額

が
増
加
し
た
報
告
が
さ
れ
た
。
返

礼
金
の
追
加
は
「
下
郷
町
の
特
産

品
」「
こ
れ
で
は
何
が
も
ら
え
る

か
わ
か
ら
な
い
か
ら
寄
付
し
な

い
」
か
ら
、「
金
子
牧
場
セ
ッ
ト
」

「
じ
ゅ
う
ね
ん
セ
ッ
ト
」
な
ど
具
体

的
な
返
礼
品
と
し
た
。
以
前
一
般

質
問
の
答
弁
で
、「
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
へ
の
参
画
も
検
討
」
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
検
討
さ
れ
た

の
か
。
ま
た
、
返
礼
品
の
追
加
は
、

新
た
な
特
産
品
・
町
内
施
設
等
で

利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
の

検
討
、
下
郷
出
身
者
（
在
京
し
も

ご
う
会
員
な
ど
）
や
観
光
宣
伝
の

場
で
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
検
討
で
き
な

い
も
の
か
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。
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議会大会を本町で開催
町議会で 2 題を要望

議 会
トピックス

　

７
月
６
日
、
南
会
津
地
方

町
村
議
会
議
員
大
会
が
、
町

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
南
会
津
地
方

の
町
村
議
会
議
員
が
一
堂
に

会
し
、
町
村
が
抱
え
る
諸
問

題
を
解
決
す
べ
く
要
望
事
項

を
提
案
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

大
会
冒
頭
、
大
会
議
長
と

し
て
佐
藤
勤
議
長
が
全
会
一

致
で
選
出
さ
れ
、
本
町
議
会

か
ら
は
、
２
題
の
提
案
が
な

さ
れ
、
産
業
厚
生
常
任
委
員

の
小
椋
淑
孝
議
員
が
提
案
理

由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
ほ
か
、
大
会
決
議
及

び
ふ
く
し
ま
復
興
・
再
生
に

関
す
る
特
別
決
議
と
あ
わ
せ
、

13
件
の
提
案
事
項
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
や
県
な
ど
関
係

機
関
に
対
し
て
要
望
活
動
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

国
直
轄
権
限
代
行
事
業（
湯
野
上
バ
イ
パ
ス
８・３
㎞
）

の
事
業
促
進

　
田
代
IC（
仮
称
）と
下
郷
IC（
仮
称
）の
間
に
、新
た
な
IC

の
設
置

　
小
沼
崎
バ
イ
パ
ス
１・５
㎞
の
早
期
事
業
促
進

　

下
郷
田
島
バ
イ
パ
ス
11
・１
㎞
の
早
期
事
業
促
進
と
落

合
地
区
に
IC
を
設
置

　
国
道
２
８
９
号
南
倉
沢
工
区
の
早
期
完
成

地
域
高
規
格
道
路「
会
津
縦
貫
南
道
路
」の
整
備
促
進

及
び
国
道
２
８
９
号
南
倉
沢
工
区
の
早
期
完
成
に
つ
い
て

第
三
セ
ク
タ
ー
会
津
鉄
道・野
岩
鉄
道
並
び
に

生
活
路
線
バ
ス
へ
の
支
援
措
置
に
つ
い
て

　

第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
県
補
助
の
堅
持
、新
た
な
国
補
助

の
創
設

　

第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
大
規
模
災
害
等
に
係
る
国
の

財
政
支
援
措
置
の
拡
充

　
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金

　
の
補
助
率
ア
ッ
プ

　
生
活
バ
ス
路
線
へ
の
財
源
措
置
の
充
実

※ＩＣ（インターチェンジ）

町議会を代表し提案理由の説明をする小椋議員 大会議長を務める佐藤議長

○○○○○○○○○
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県町村議会広報研修会に参加
～もっと身近に もっと読まれる 議会広報紙づくり～

県道高陦田島線改修促進期成同盟会総会
～要望の成果が現れる～

議 会
トピックス

　
５
月
22
日
、郡
山
市
「
ビ
ッ

ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
に

お
い
て
、
町
村
議
会
広
報
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
40
町
村
か
ら
、
議
会

広
報
編
集
に
携
わ
る
議
会
議

員
約
２
３
０
名
が
参
加
し
、

本
町
か
ら
は
、
議
会
広
報
常

任
委
員
会
委
員
４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
「
も
っ
と
身
近
に
、
も
っ
と

読
ま
れ
る
議
会
広
報
紙
づ
く

り
」
と
題
し
て
、
全
国
町
村

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
さ

れ
て
い
る
広
報
ア
ナ
リ
ス
ト

の
吉
村
潔
（
よ
し
む
ら
き
よ

し
）
氏
を
講
師
に
招
き
、
３

時
間
近
い
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

アドバイスをする吉村氏

　

後
半
は
、「
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
と
題
し
、
実
際
に
県

内
町
村
議
会
が
発
行
し
て
い
る

広
報
紙
に
つ
い
て
、
具
体
例
を

挙
げ
た
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
私
た
ち
の
編
集
し

た
「
議
会
だ
よ
り
」
も
吉
村
先

生
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
し
て
い
た
だ

き
、
町
民
と
議
会
の
よ
り
良
い

架
け
橋
に
な
る
よ
う
な
広
報
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
13
日
、
南
会
津
町
「
丸
山
館
」
に
お
い
て
、

県
道
高
陦
田
島
線
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
町
議
会
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

県
道
高
陦
田
島
線
は
大
切
な
生
活
道
路
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
国
道
１
２
１
号
線
の
バ
イ

パ
ス
機
能
を
持
っ
た
重
要
路
線
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
59
年
に
発
足
し
て
か
ら
30
年
余
り
が
過
ぎ
、

着
実
に
道
路
状
況
は
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
下

郷
町
と
南
会
津
町
が
力
を
合
わ
せ
て
、
県
関
係
機
関

に
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
成
果
が
、
形
に
な
っ
て

現
れ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
南
会
津
建
設
事
務
所
か
ら
は
、
本
年
度
の

３
つ
の
事
業
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

 　
ま
た
、
総
会
終
了
後
、
長
野
地
区
の
県
道
高
陦
田

島
線
を
現
地
視
察
し
て
、
新
た
な
課
題
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

●
「
議
会
が
か
わ
っ
た
ぞ
！
」
と
感

　
 

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
広
報
に
。

● 「
お
や
！
」と
目
に
引
く
よ
う
な

　
　
タ
イ
ト
ル
・
見
出
し
の
工
夫
を
。

● 

議
会
か
ら
町
長
へ
の
政
策
提
言

　

  

の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

● 

定
例
会
の
報
告
だ
け
に

　

  　
　
　
　

 

終
わ
っ
て
な
い
か
。

● 

対
話
や
モ
ニ
タ
ー
制
で
住
民
が

　

 

参
加
で
き
る
広
報
を
目
指
し
た
い
。

で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
み
よ
う

本年度の事業概要
１　中妻工区…県道の幅広路肩工と物件補償
２　沢田工区…側道橋上部工と歩道工
３　落合工区…測量設計



下郷町
議会だより  No.80 14

◇歳入の主なもの ◇歳出の主なもの （単位：千円）

地方創生推進交付金 7,772 湯野上地域整備事業実施
支援業務委託料 3,509

原子力災害対応雇用支援事業補助金 7,552 景観形成事業基礎調査業務
委託料 4,536

道の駅水道管移設補償金 5,000 観光協会補助金
（地方創生推進交付金） 3,000

コミュニティ助成事業補助金 2,500 コミュニティ助成事業
（湯野上区防犯灯） 2,500

　6月 29日に臨時会が招集され、多目的交流施設等設計委託料 22,000 千円とそれに係る
関連予算 1,567 千円を削除した一般会計補正予算（第 2号）が町長より提出された。
　議長を除く 11名で、起立採決により行われ賛成多数で可決された。

一般会計補正予算（第２号）

第第 １１ 回回

臨臨 時時 会会

平成29年度
一般会計補正予算（第２号）

可決！

区　分 比　較

補正額

総　額

一般会計補正予算（第１号）

【歳入】　
総務費国庫補助金 　19,556千円を⇒   7,772千円に減額
財政調整基金繰入金　30,000千円を⇒ 20,000千円に減額

【歳出】
総務費企画費 　34,112千円を⇒  10,545千円に減額
予　 備　 費   △8,040千円を⇒ △6,257千円に増額

△11,784
△10,000

△23,567
1,783

一般会計補正予算（第2号）

43,551 △21,784

△21,784

65,335

4,873,5514,895,335

（単位：千円）



下郷町
議会だより  No.8015

湯野上地域整備事業実施支援業務委託料
この委託費は、湯野上温泉駅の駐車場や夫婦岩だと思うが、具体的にどのよう
にするのか。
駐車場・遊歩道・夫婦岩展望台など、どこにできるかの基礎調査と考える。

大島地区の駅の駐車場は、出入りしにくい・止めにくい。遊歩道は、道路・線路・
大川に挟まれ確保できるのか。いつまでに調査するのか。成果品が出てくるのか。
今年度中に報告書を提出する。

景観形成事業基礎調査業務委託料
町全体というが、この目的と今後の結果をどう活用するのか。

大内伝建地区を有しているため国から「景観計画を策定してはどうか」通知が
あり、２カ年で計画。本年度は基礎調査、町民の意見を聴くためアンケート実施、

　　  次年度は景観計画を策定したい。

具体的に通知はどこから。将来、原資はどのように確保していくのか。

総務省からで、原資は今のところは未定。建築物の届けは必要になるが条例より
緩やかにできる。デザイン・色彩も町の意向が反映できる。

　　  景観を守るメリットはある。計画だけは策定したい。条例制定は今後の課題である。

規制ができるというが、その場合他は補助金を出している。その財源をどうす
るのか。他団体も調査する必要があるのではないか。
県内 10 市町村が策定。南会津町などを参考に将来的な補助等を検討していく。
景観計画策定は町民の理解が大事と考える。

観光協会補助金について
観光協会に300万円、内容を詳しく。理由は何か。

紅葉時期、冬のマスコミプレスツアーや、インバウンド対策としてモニターツアー
を 9 月10 月に計画、栃木との広域ツアーモデルコースの計画も考えている。

　　  観光協会はすでに3,500万円の風評対策事業で各種モニターツアーを実施している。

広域ツアーモデルコースには、どのような自治体が入っているのか。

那須白河会津観光協議会に加盟している那須町、白河市、西郷村、天栄村、
会津美里町、下郷町である。

広域の観光ルートにおいては、町内への宿泊等を伴うツアーのつくり方が必要
になるのではないか。
議員のアドバイスをうけ早速、湯野上温泉に宿泊いただけるようしっかり研究していく。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
対
す
る
主
な
質
疑



下
郷

町
議

会
だ

よ
り

発
行

 : 福
島

県
南

会
津

郡
下

郷
町

議
会

編
集

 : 議
会

広
報

常
任

委
員

会
〒

969-5345　
下

郷
町

大
字

塩
生

字
大

石
1000番

地
E-m

ail : gikai_01@
town.shim

ogo.fukushim
a.jp

Ｔ
Ｅ

Ｌ
 : ０

２
４

１
̶

６
９

̶
１

１
２

３
Ｆ

Ａ
Ｘ

 : ０
２

４
１

̶
６

９
̶

１
１

６
７ 編

集
後
記

　ベコニア・マリーゴールド・

サルビアの苗木800本が、今

年も老人会38名の方々によっ

て、１本１本ていねいに植えら

れました。

　国道289号線は、下郷町だ

けでなく会津地方の玄関口で

もある。

「よく来やったね！のおもてな

しになれば。」という願いの込

められた花壇である。

　倉水区では、まちを訪れるお

客様を「美しい景観でお迎えし

よう！」と「長寿の水」駐車場

に花の植栽が行われました。

　各地域でも、沢山の方々によ

り、道路沿いの花壇などに花

の植栽が行われていました。

議会を傍聴しませんか 町議会定例会は３月・６月・９月・１２月に開かれます。
お問い合わせは町議会事務局（６９－１１２３）まで

　た
ち
あ
お
い
の
花
が
大
空
に

向
か
い
咲
く
頃
�
下
郷
町
青
少

年
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主
張
発
表
会
が
あ
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ま
し

た
�
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直
な
自
分
の
考
え
を
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一
人
一
人
主
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し
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下
郷
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こ
れ
か
ら
を
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う
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・
生
徒

の
す
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ら
し
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に
心
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洗

わ
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ま
し
た
�
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心
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戻
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活
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し
て
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を
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だ
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　議
会
だ
よ
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も
第
80
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に
な

り
ま
し
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�
町
民
の
皆
様
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読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
に
な

る
よ
う
委
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全
員
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
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︵
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議会広報常任委員会

委 員 長　猪　股　謙　喜
副委員長　山名田　久美子
委　　員　玉　川　邦　夫
委　　員　小　椋　淑　孝

議会だよりギャラリー 議会とまちのうごきを
写真でレポート

国道２８９号線沿線の植栽作業（６月）

　　　　　張平地区老人会（伸寿会）のみなさん

花で もてなす 交流のまち 下郷！花で もてなす 交流のまち 下郷！


